
本学級の児童は， 年生の時のいじめや男女間

のトラブルなどを未解決のま

ま進級しており， 月のア

ンケートでは， 人が「さ

みしい」「仲良く話したい」

といった自分の気持ちを表記していた（図１）。

月になると「あの時みたいにはなりたくない」と

少しずつ過去の学級を振り返る児童が増えてきた。

そのため，図１の思いをしている人がいたことを

伝えると「自分達でさみしい思いをしている人を

人でも出したくないので，話し合いたい」とい

う声が上がったので，計画委員会が 月 日の帰

りの会で学級会の議題として提案し選定された。

学級会の内容と考察

表３ 学級会の概要 
授業日 年 月 日 対象者 第 学年 組 名
議題 みんなの心を１つにして，さらに良い 年 組にしよう。

提案理由 これまでたくさんのことを経験して，成長してきたからこそ
「さみしかった」「くるしかった」経験をみんなで振り返り，
クラスのまとまりを強くしたいから。

学級会の
流れ

柱① みんなの「さみしかった」「きつかった」時の気持ち
を出し合う。

柱② 学級をもっとよくするためにみんなで何をしたいか。

表３に示すように，柱１では，お互いの気持ち

を出し合うことで，自分だけでなく「みんなが苦

しかった」ことに気づき，「 年生ではさみしい気

持ちをなくしていきたい」とこれからの学級に目

を向けた話合いができた。柱 では，提案理由の

「クラスのまとまり」をみんなで協力することと

捉え話合いが進められた。初めは，自分自身がし

たいことに重きをおいた意見が多くあったが，司

会者が提案理由に立ち返り，まとめ方を促してい

くことで，「みんなへのメッセージをかきたい」「み

んなのことをもっと知りたい」「初めてのことをチ

ャレンジしたい」という意見が出され「大きな絵

をかく」に満場一致で決まった。脇田（ ）が

参観した の学級会のうち の学級が「集会

の手続き」を議題としていたが，本学級のように，

学級の人間関係に目を向けた議題こそが児童の切

実感のある問題だと考える。このように，過去の

人間関係上の問題を話合い，これからの学級がも

っとよくなるための取り組みをみんなで決めるこ

とができた児童たちには，よりよい生活を創造し

ようとする意識が醸成されてきたと考える。 
決まったことの実践と振り返り 

実践の概要は以下の通りである（表４）。 
表４ 実践の概要 

話合い後，実践を中心となって進めていく実行委員会を 人決める。
大きさ 模造紙を 枚貼り合わせる（ × ）

作成過程 １ 画用紙に自分の顔を描く。
２ 真ん中に担任の先生を描く。
３ 自分の顔の貼り方を朝の会に話合い，実行委員会が昼休

みに貼る。
４ 実行委員会の提案により，模造紙の余白に「何を描くの

か」学級会を行う。
５ ４で決まったことをもとに「学級目標を書く」「活動写真

を貼る」「全員でお世話になった先生を描く」の順で取り
かかる。

６ 完成式において，黄色の色紙には「自分の成長」，ピンク
の色紙には「感謝の気持ち」を書き，模造紙に貼る。

完成日 年 月 日

本実践の４では，大きな絵に取り組んでいく過

程で「余白に何を描くか」という疑問が生まれ学

級会が行われた。学級会では，大きな絵をかく目

的であるクラスのまとまりに向け，「学級の成長」

や「感謝の気持ち」を絵に取り入れていくことを

決め，５と６の実践をした。振り返りでは，「「大

きな絵をかく」活動を通して，さらに 年 組の

仲を深めることができましたか。」との問いでアン

ケートを行った。その結果，学級のまとまりにつ

ながる言葉が多く表記された（表５）。

表５ アンケートに書かれた言葉で多かったもの
子供の振り返りで
出てきた言葉

みんなが譲り合う，みんなで協力，心のこもった絵，
一緒に，支え合う，自分たちで，達成感， など

成果と課題

【成果】自分たちで問題を発見，話合い，決めた

ことを実践する過程を体現できたことで，図２の

「少し思う」と答えた児童の数値は変容し，自治

的能力が育成されたと考える。 

図２ アンケート結果の変容 
【課題】より子供たちの自治的能力を育てていく

ために，学級会の指導過程に応じた「適切な指

導」の在り方を究明していきたいと考える。 
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研究の目的

小学校学習指導要領（平成 年告示）解説算数

編には，算数科の目標として「数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応

じて柔軟に表したりする力を養う。」ことが示され

ている。数学的な表現を柔軟に用い，自他の思い

や考えを共有することができ，質的に高めること

ができるとしている。また，「表現することは知的

コミュニケーションを支え，数学的な表現の質が

高められ算数の学習が充実する。」と述べている。

これらのことから，算数科の学習における表現に

ついて考察することで数学的な見方・考え方を働

かせた学習の指導が期待できる。

本研究では算数科の授業実践において，様々な

表現様式の関連と学習者の学びの変容について考

察することを目的とする。

研究の計画

本研究の目的を達成するために，算数科の授業

実践において複数の表現様式を用いた学習活動を

行い，対話を含む教え合い活動を通して授業実践

について検証を行う。 

研究の内容

先行研究

中原（ ）はブルーナーのＥＩＳ原理を基に

数学教育における表現様式を（ ）現実的表現（ ）

操作的表現（ ）図的表現（ ）言語的表現（ ）

記号的表現の つに分類している。さらには，図

に示すように，分類したそれぞれの表現様式間

の変換を矢印で表し，体系化した数学教育におけ

る表現体系を示した。また，表現体系の図では下

からブルーナーの示したＥＩＳ原理のＥ→Ｉ→Ｓ

の順序となっておりそれぞれ両方向の矢印で相互

変換が可能であるとしている。

今城（ ）は，異なる表現体系の中や同じ表

現体系で変換を行うことが，児童の「分かる，分

からない」の解消につながると述べている。異な

る表現活動の変換は，図をかいた児童が他の児童

に説明したり，式を書かせみんなで一緒に考えた

りする活動である。同じ表現活動における変換で

は他の児童の説明を自らの言葉で言い換えや，他

の児童の書いた式を変形させることである。

授業実践

授業実践では，小数のわり算についての導入段

階の２時間を行い，１時間目には，整数のわり算

の復習後に，わられる数が小数，わる数が整数の

わり算について授業を行った。授業の導入段階は

図２に示すように，問題文から関係図を作り，関

係図から式が立てられることを復習し，テープ図
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を示して考える場を設けた。展開の段階ではわら

れる数が小数になった場合のわり算を主問題とし

て小数のわり算について指導を行った。終末の段

階では，わられる数が小数である場合のわり算の

考え方について言葉に表し，学習のまとめを行っ

た。

２時間目の授業実践では，整数のわり算におい

てわられる数がわる数より小さい場合，商が小数

となるわり算について取り上げた。導入の段階で

は前時と同じように問題文から関係図を作り，式

を立てた。展開の段階では，線分図を取り上げ，

２は， のいくつ分であるか考えるよう指導し，

終末の段階で計算の方法を言葉で表し，まとめを

行った。

授業実践では，２時間ともに問題文から関係図

を作り，関係図から式を立て，図を見て考える活

動を通し，式の考え方を言葉に表して説明するこ

とを指導し，言語的表現から図的表現，図的表現

から記号的表現，記号的表現を言語的表現へそれ

ぞれ変換する活動を実践した。授業実践後に学級

人へ実施したアンケートでは図３に示すよう

に，「算数の問題を友達に説明するときにどんな表

現を使うか」という質問に対し，言葉で説明する

という言語的表現が 人と一番多く回答があり，

式を使うといった記号的表現の 人，線分図や

関係図をかいて説明するといった 人が回答し

ている。また，「これからの算数で考えるときや人

に説明するときにどのような工夫をしたいです

か。」という質問を記述式で行った回答では，「関

係図をかいて考える。」「言葉や式を使って説明す

る。」「絵や図をたくさんかいて分かりやすく説明

する。」「まず・次に・だからを使って説明する。」

「相手が分かりやすいように言葉を工夫して説明

する。」「ゆっくり話して相手が理解できるまで説

明する。」など図的表現や言語的表現，記号的表現

を複数用いて相互関連付けて考えたり他者に説明

したりしたいという意見を児童から引き出すこと

ができた。 

成果と課題

本研究の成果として２点挙げられる。１つ目の

成果は，授業実践における主問題を示す際に問題

文だけでなく絵や図を用いることで児童が具体的

に問題の場面について捉え，課題意識をもって問

題に取り組むことができた。２つ目としては授業

後のアンケート結果から，授業実践を通して様々

な表現様式の変換を指導や対話活動に取り入れる

ことで，対話的な学習を行うことができ，これか

らの学習で考えたり他者と共有したりする場合に

は表現様式を複数用いて相互関連的に活用したい

という回答を得ることができた。 
本研究の課題としては２点あり，１つ目として，

授業実践における単元が全て A「数と式」の領域

となってしまい，他の領域における表現体系を用

いた活動について考えることができていない。２

つ目として授業実践を実施した学年が中学年であ

り，低学年や高学年での授業実践を実施できず，

年齢と発達の段階における表現体系を用いた活動

の違いについて考えられていない。 
これらの結果より，複数の表現様式を用い，相

互関連させて学習活動を行うことで児童の考えを

明確化することで個人での活動が深まり，児童間

での対話的活動を活発化することができた。今後

は他の領域や低学年・高学年など児童の発達段階

を踏まえた表現体系の活用について考えたい。 
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